
 

 

様	 式	 Ｃ‐７‐１	 	 
	 
	 

平成２２年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書)	 
	 
	 

1.	 機	 関	 番	 号	 １	 ４	 ６	 ０	 ３	 	 	 	 	 	 	 2.	 研究機関名	 	 奈良先端科学技術大学院大学	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

3.	 研	 究	 種	 目	 名	 	 	 	 特別研究員奨励費	 	 	 	 	 4.	 研究期間	 	 	 	 	 	 平	 成	 ２０年	 度	 	 ～	 	 平	 成	 ２２年	 度	 

	 

5.	 課	 題	 番	 号	 ２ 	 ０ 	 ・	 ０ 	 ８ 	 ３ 	 ６ 	 ７ 	 

	 

6.	 研	 究	 課	 題	 名	 	 	 	 意見情報抽出のための深い文解析に関する研究 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

7.	 研	 究	 代	 表	 者	 

研	 究	 者	 番	 号 研 究 代 表 者 名 所	  属	  部	  局 	 名 職	   名 
マツモト	 ユウジ	  

１	 
 
０	 

 
２	 

 
１	 

 
１	 

 
５	 

 
７	 

 
５	 松本	 裕治	 情報科学研究科	 教授	 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。)	 

研	 究	 者	 番	 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職	   名 
カルボ	 フランシスコ	 

	 	 	 	 	 	 	 	 Calvo	 Francisco	 情報科学研究科	 外国人特別

研究員	 
	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 

	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 

	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 

	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 

	 

9.	 	 研究実績の概要	 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	 

	 言語文の意味解析を行う際に，データ過疎の問題に対応するため，述語と項の共起性を判定するモデルを構

築した．このモデルは，述語の項の組み合わせが与えられると，新しい項の妥当性を計算するモデルであり，

新しい項として最もよく使われる表現を知ることや常識的知識の構築につながる．このような情報は，いくつ

かの文や文章を理解するタスク，例えば，照応解析，曖昧性解消，ゼロ代名詞の参照先の判定に有用である． 
	 具体的な研究項目としては，最近傍法，PLSIに基づくモデル，およびWordNetの情報を用いたSVMなどのモ
デルを用いた実験を行った．また，手法の開発中に，英国のWebコーパスUKWaC（英国のWebから抽出された
20億語よりなる英語のバランスコーパス）を入手した．このコーパスには，2000以上の動詞が含まれると推定
され，項の情報も含んでいる．このような項の情報は，動詞だけを対象として単純な選択制約を拡張するので

はなく，文全体としての未指定部分を推定するのに有用であると考えられる．項の対のグループを考慮しなが

ら，PLSIに基づくモデルの組み合わせについて調査を行い，項を個別に考慮する方がよい結果を得ることを示
した．また，我々のモデルに文章の一貫性の尺度を組み合わせることにより，文章内のパラグラフの結束性の

評価や誤用の検出に利用する方法について考察した． 
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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